
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第３回    

 

まちの魅力再発見ツアー 
「梅まつりを楽しみ、青谷の歴史をたどろう！」 平成 30年(2018年)3月 4日（日）   

 コース案内 
JR長池駅→（7分）→大蓮寺→（15分）→旦椋神社→（20分）→青谷梅林（梅まつり）→（4分） 

→初寅の山の神まつり→（4分）→黒土１号墳→（1分）→中天満神社→（7分）→青谷梅工房 

→(10分)→城陽酒造→（2分）→JR山城青谷駅 (ゴール受付１５時まで) 

 
●健康状態に留意してご参加ください。 

●参加中のけがや損害、また、他に与えた損害

については、市は責任を負いません。 

万一事故が生じた場合の費用は、参加者の

負担となります。 

●交通ルールを守り、車両等に充分注意してく

ださい。 

●横に広がったり道路をふさいで歩くと他の歩

行者や通行車両の迷惑となりますので気を

つけましょう。 

●大きな話し声は、住民の方の迷惑になるので

気をつけましょう。 

●自然を守りましょう。植物は採取しないでくだ

さい。 

●喫煙マナーをお守りください。 

●各自が出したゴミは、必ずお持ち帰りくださ

い。 

ご注意 

緊急時の連絡先 

０９０－９７０２－８９９２  
3月 4日（日）当日 10時～15時のみ有効 

ＪＲ長池駅 スタート 

②旦椋神社 

ゴール 
ＪＲ山城青谷駅 

③青谷梅林(梅まつり会場) 

長池地域活性化イベント 
おこしやして長池へ 
 10時～15時 

⑧城陽酒造 

⑦青谷梅工房 

和菓子屋 

トイレ 

喫茶・軽食、トイレ 

直売店 

踏切渡る 
車注意！ 

 

和菓子屋 

石碑 

 

橋 

料理屋 

茶問屋 

 
 

踏切渡り左へ 

信号のある 
横断歩道を渡る 

コンビニ 

コンビニ 

⑥中天満神社 

⑤黒土１号墳 

④初寅の山の神まつり 

トイレ 

カーブミラー 

蔵 

①大蓮寺 

大蓮寺 

茶畑 

横断歩道がない
ので注意して道
の反対側に渡る 

地蔵 

トイレ 

中天満神社 

黒土１号墳 

 

旧長池郵便局 
瓦に「〒」マーク 

二又を左に 

カーブミラー  

 

 

つきあたり左 

車に注意！ 
 

つきあたり右 

二又の道を左へ 
 

踏切渡る 

宗教法人 

仮設トイレ 

仮設トイレ 

拡大図 

拡大図 

横断歩道 
車注意！ 

信号のある 
横断歩道を渡る 

車注意！ 

境内に「お休み処」 
梅製品の販売等 
10 時～15時 

屋台 
梅製品の販売 
10 時～15時 



 

 

 

 

 

 

①大蓮寺 

 

 

チェックポイント紹介 

④初寅の山の神まつり 【市指定文化財】 
 

⑦青谷梅工房 
 

②旦椋神社 【本殿/府登録文化財】 

 

 

③青谷梅林（梅まつり） 

 

 

⑤黒土１号墳 【市指定文化財】 

 
 

⑧城陽酒造 
 

⑥中天満神社 
【おかげ踊図絵馬/府登録文化財】 

 

東部丘陵地に広がる府内最大の梅

林です。その歴史は古く、鎌倉時代末

期にはあったとされる説や、江戸時

代に淀藩の奨励により植えられたと

いう説があります。現在は、約 20ha

の面積に約１万本の梅が植えられて

おり、2月下旬から 3月中旬にかけて

咲き誇ります。梅まつりでは多くの

観梅客で賑わいます。 

 

 

旧観音堂村の産土
うぶすな

神
がみ

で、高倉宮
たかくらのみや

以仁王
もちひとおう

を祭神とします。平安時代末期

の後白河天皇の皇子で平氏討伐に挙兵

した以仁王が、戦いで傷つき冑
かぶと

をとっ

て休憩したとの言い伝えがあります。

本殿は、華やかな彩色や装飾が施され

た柿葺
こけらぶき

の二間社流造
にけんしゃながれづくり

で、江戸時代初期

の造営と考えられ、府登録文化財とな

っています。 

 

境内に、城陽市特産の「寺田いも」

と呼ばれるサツマイモの栽培を広めた

嶋
しま

利
り

兵衛
へ え

の墓があります。寺田いもは、

江戸時代宝暦年間に長池の薬問屋を営

む嶋利兵衛が、壱岐
い き

の島で栽培方法を

習得し、それを農民に広め、富野
と の

・寺

田地区で栽培され始めたといわれてい

ます。お墓は、サツマイモの形をして

います。 

 

正月最初の寅の日に、中地区で山の

仕事の安全と、稲の豊作を祈って行わ

れるおまつりです。山と里との境界点

にある一の口、二の口、三の口と呼ば

れる場所の神木の前に供え物をし、龍

福寺の僧侶が読経します。 

現在、二の口はなくなり、一の口と

三の口でおまつりが行われています。 

6世紀に築造された南北約 30ｍ、東

西約 26ｍの楕円形の古墳で、全長約

9.5ｍの南山城地域最大級となる横穴

式石室をもちます。出土遺物には、須

恵器、土師器、耳環(耳飾り)や馬具な

どがあります。地域を治めた有力者の

墓と考えられます。 

現在、石室は埋め戻され、現地で見

ることはできません。 

旧中村
なかむら

の産土
うぶすな

神
がみ

で、祭神は菅原道真
すがわらみちざね

です。江戸時代末期の慶応
けいおう

３年(1867

年)に中村の人々が天満神社神前で奉

納したおかげ踊りの情景を描いた絵馬

が奉納されています。絵馬は、本殿前

の拝殿右側に掲げられています。揃い

の衣装で整然と踊る村人たちの様子が

描かれています。 

青谷梅林で育つ「城 州
じょうしゅう

白
はく

」という

大粒の梅は、梅酒や和菓子などの老舗

も選ぶ上質な品種です。青谷梅工房

は、城州白の良さを広め、青谷梅林が

いつまでも栄えることを願い、青谷の

梅を使った安心でおいしい商品の開

発・販売に取り組んでいるお店です。 

店内では、喫茶・軽食も提供してい

ます。 

市内唯一の造り酒屋で、地下 100ｍ

から汲み上げた水と手間暇かけて育て

上げられた酒米を用い、品質第一の酒

造りに取り組んでいます。青谷梅林の

梅を用いた梅酒も人気です。 

直売店で商品を購入でき、蔵開きま

つり(今年は 3月 11日)や酒粕詰めま

つり(1月～2月、今年は 3月 17日も)

などのイベントも開催されています。 

  

 

 チェックポイントでクイズに 

 挑戦してみよう！ 


